
憲
法
改
正
は
自
民
党
立
党
の
精
神

自
主
憲
法
制
定
を
大
義
名
分
に
自
由
党
と
日
本
民
主
党
は
昭
和
三
十
年
、
保
守
合
同
を
果
た
し
た

 

清

原

淳

平

新
し
い
憲
法
を
つ
く
る
議
員
同
盟
霧

局
長
向

国
民
会
議
霧

理
嚢

霧

局
長

 

悲
願
の
自
主
憲
法
制
定

-ー
隻

口同
と
自
主
憲
法
と
の
か

 か
わ
り
は
?

話
は
終
戦
直
後
、
G
H
Q

(連
合
国

軍
総
司
令
部
)
総
司
令
官
の
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
が
主
導
し
た
現
憲
法
制
定
に
さ
か

の
ほ
る
。
G
H
Q
に
憲
法
改
正
を
指
示

さ
れ
、
日
本
側
は
近
衛
文
麿
元
首
相
な

ど
が
草
案
を
出
し
た
が
、
明
治
憲
法
に

立
脚
し
た
も
の
だ
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
ず
、
G
H
Q
が
草
案
を
作
る
こ
と
に

な
っ
た
。
法
学
部
を
出
た
若
手
将
校
を

中
心
に
十
日
足
ら
ず
で
起
草
し
て
日
本

側
に
示
し
、
そ
れ
を
基
に
現
憲
法
が
作

ら
れ
た
。
議
員
に
も
反
対
の
声
が
強
か

っ
た
が
、
占
領
下
基
本
法
の
よ
う
に
考

え
て
受
け
入
れ
、
日
本
国
憲
法
が
昭
和

二
十
二
年
五
月
三
日
に
施
行
さ
れ
た
。

同
じ
く
連
合
国
軍
に
占
領
さ
れ
て
い

た
ド
イ

ツ
も
憲
法
改
正
を
指
示
さ
れ

た
。
が
、
占
領
下
に
お
い
て
被
占
領
国

の
法
制
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

す
る

一
九
〇
七
年
の
ハ
ー
グ
条
約

(
ハ

ー
グ
陸
戦
規
定
)
を
盾
に
反
対
し
た
。

同
条
約
は
米
国
も
日
本
も
批
准
し
て
い

る
。
ド
イ
ッ
が
四
力
国
で
分
割
占
領
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
反
対
の
理
由
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
強
要
さ
れ
た
の
で
、

憲
法
で
は
な
く
基
本
法
と
し
た
。
要
す

る
に
占
領
下
基
本
法
だ
。
も

っ
と
も
、

そ
の
後
ド
イ
ッ
は
六
十
回
ほ
ど
改
正

し
、
現
状
に
合
う
よ
う
に
変
え
て
い
る

が
、
日
本
は

一
度
も
改
正
し
て
い
な
い
。

当
時
、
日
本
に
も
同
様
の
意
見
は
あ

っ
た
が
、
吉
田
茂
総
理
は
じ
め
世
論
は

天
皇
制
の
維
持
が
最
重
要
課
題
だ

っ

た
。
ソ
連
な
ど
連
合
国
で
作
る
極
東
委

員
会
が
構
成
さ
れ
、
そ
こ
で
は
天
皇
制

廃
止
の
方
向
だ
と
伝
わ
っ
て
い
た
。

一

方
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
父
親
が
来
日
の

折
に
同
行
し
て
お
り
、
日
本
に
対
す
る

理
解
が
あ
り
、
ま
た
実
際
に
日
本
に
来

て
天
皇
制
を
利
用
し
な
い
と
占
領
統
治

が
う
ま
く
い
か
な
い
の
を
痛
感
、
天
皇

制
存
続
に
傾
い
て
い
た
。
極
東
委
員
会

が
機
能
し
だ
す
と
そ
れ
が
つ
ぶ
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
吉
田
首
相
は
G
H

Q
草
案
受
け
入
れ
を
決
め
た
。

そ
う
し
た
経
緯
で
日
本
国
憲
法
が
制

定
さ
れ
た
が
、
や
は
り
内
容
に
対
し
て

不
満
が
あ
り
、
保
守
系
の
政
党
や
会
派

で
は
憲
法
改
正
の
意
見
が
強
く
、
日
本

が
独
立
を
回
復
し
た
暁
に
は
改
正
し
よ

う
と
の
動
き
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
七

年
四
月
二
十
八
日
に
日
本
は
独
立
を
回

復
す
る
が
、
当
時
、
既
に
左
翼
政
党
が

強
力
に
な
っ
て
い
た
。
憲
法
第
九
六
条

の
改
正
手
続
規
定
で
、
憲
法
改
正
を
発

議
す
る
に
は
衆
議
院
、
参
議
院
で
、
そ

.

'

 

れ
そ
れ
総
議
員
の
三
分
の
二
の
賛
成
が

必
要
と
さ
れ
る
が
、
保
守
派
に
そ
の
勢

力
は
な
い
。
そ
こ
で
、
吉
田
総
理
は
即

時
の
改
正
を
断
念
し
た
。
本
来
な
ら
、

憲
法
を
国
民
投
票
に
掛
け
て
承
認
す
べ

き
だ

っ
た
が
、
そ
れ
も
な
さ
れ
な
か
っ

た
。
手
続
き
的
に
は
占
領
下
憲
法
だ
が
、

結
果
的
に
国
民
が
受
け
入
れ
た
形
に
な

っ
て
今
日
ま
で
来
て
い
る
。

そ
の
後
、
保
守
政
党
の
間
で
や
は
り

自
主
憲
法
を
作
る
べ
き
だ
と
の
声
が
強

ま
り
、
自
由
党
と
日
本
民
主
党
の
中
に

憲
法
改
正
を
目
指
す
会
派
が
で
き
た
。

昭
和
三
十
年

一
月
に
左
派
社
会
党
と
右

派
社
会
党
が
合
同
す
る
と
の
情
報
が
流

れ
、
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は

社
会
党
に
政
権
を
と
ら
れ
る
と
、
非
常

な
危
機
感
を
持

っ
た
の
が
自
由
党
の
緒

方
竹
虎
総
裁
と
大
野
伴
睦
幹
事
長
、
日

本
民
主
党
の
鳩
山

一
郎
総
裁
と
岸
信
介
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Interview
幹
事
長
、
そ
し
て
三
木
武
吉
総
務
会
長

ら
で
、
彼
ら
が
中
心
に
な
り
緑
風
会
か

ら
も
参
加
し
て
、
保
守
政
党
を
合
同
し

よ
う
と
い
う
話
に
な

っ
た
。
し
か
し
、

政
策
協
定
を
や
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
れ

ま
で
政
権
を
巡
り
血
で
血
を
洗
う
紛
争

を
し
て
い
た
の
で
う
ま
く

い
か
な
い
。

考
え
た
末
、
い
ず
れ
も
自
主
憲
法
制
定

を
掲
げ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
大
義
名

分
に
し
て
合
同
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

両
党
の
自
主
憲
法
制
定
の
会
派
が

一

緒
に
な
り
、
昭
和
三
十
年
七
月
十

一
日
、

自
・干
憲
法
期
成
議
員
同
盟
が
で
き
た
。

両
党
合
わ
せ
て
三
百
十
数
人
が
集
ま

り
、
細
か
い
政
策
は
後
回
し
に
し
、
憲

法
改
正
、
自
主
憲
法
制
定
で
保
守
合
同

を
目
指
し
活
動
し
た
。
そ
れ
が
成
功
し

て
、
四
カ
月
後
の
十

一
月
十
五
日
、
自

由
民
主
党
が
結
党
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
自
主
憲
法
制
定
は
立
党
の
精
神
だ

と
は
っ
き
り
う
た
わ
れ
、
自
民
党
内
に

憲
法
調
査
会
が
作
ら
れ
、
政
務
調
査
会

の
中
で
も
筆
頭
に
据
え
ら
れ
て
き
た
。

岸
元
総
理
の
下
で

 

昭
和
三
十

一
年
十
二
月
に
石
橋
湛
山

内
閣
が
で
き
る
が
、
病
気
で
辞
任
し
、

翌
三
十
二
年
二
月
に
岸
内
閣
が
誕
生
し

た
。
岸
信
介
先
生
は
自
主
憲
法
制
定
の

強
い
信
念
を
持

っ
て
い
た
の
で
、
国
会

■ きよはら・じゅんぺい

昭和7年 東京生まれ。31年 早稲田大学卒業。同

大学大学院商学研究課程修了。同博士課程中退。

堤康次郎西武グループ会長秘書室勤務。病気退職

後、文筆 ・評論活動。53年 岸信介元総理が創設し

た財団法人協和協会の常務理事兼事務局長に就任。

54年 自主憲法期成議員同盟、自主憲法制定国民会

議(通 称、新しい憲法をつくる国民会議)の 事務

局長に就任。著書は 『この教育をどうする』『人づ

くり世直しを考える』『憲法改正入門』など。

の
中
に
憲
法
改
正
に
関
す
る
委
員
会
を

作
ろ
う
と
し
た
が
、
社
会
党
、
共
産
党

が
反
対
し
た
た
め
、
や
む
を
得
ず
同
年

七
月
、内
閣
に
憲
法
調
査
会
を
作

っ
た
。°

社
会
党
な
ど
に
向
け
十
議
席
用
意
し
て

お
い
た
が
入
ら
な
い
の
で
、
保
守
系
だ

け
で
始
ま

っ
た
。
調
査
会
の
活
動
は
三

十
九
年
ま
で
続
き
、
質
の
高
い
審
議
が

行
わ
れ
た
。
最
近
に
な

っ
て
国
際
協
力

問
題
な
ど
が
新
た
に
浮
上
し
て
き
た

が
、
当
時
と
し
て
は
学
問
的
に
も
非
常

に
優
れ
た
内
容
で
、
憲
法
問
題
に
関
し

て
ほ
と
ん
ど
審
議
は
尽
く
さ
れ
た
感
が

あ
る
。
し
か
し
、
政
治
状
況
は
保
革
伯
仲
が

進
み
、
世
界
的
に
は
米
ソ
の
東
西
冷
戦

が
激
化
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
国
内

で
も
左
翼
勢
力
が
強
く
な

っ
た
。
憲
法

改
正
に
は
衆
参
総
議
員
の
三
分
の
二
の

賛
成
が
必
要
だ
が
、
と
て
も
そ
れ
を
満

た
す
状
況
で
は
な
い
。
報
道
も
左
傾
化

し
、
世
論
も
改
正
の
方
向
に
盛
り
上
が

ら
な
か

っ
た
。
歴
代
総
理
は
就
任
時
の

記
者
会
見
で

「憲
法
を
改
正
す
る
か
ど

う
か
」
質
問
さ
れ
、
大
抵
の
総
理
は

「私
の
内
閣
で
は
改
憲
し
ま
せ
ん
」
と

答
え
る
。
鈴
木
善
幸
総
理
は

「憲
法
改

正
し
て
も
い
い
の
で
は
」
と
発
言
し
た

た
め
、
記
者
会
見
を
や
り
直
し
た
こ
と

が
あ

っ
た
。
法
務
大
臣
は
じ
め
各
大
臣

も
狙
わ
れ
、
改
憲
派
の
稲
葉
修
法
相
は

「改
憲
し
て
も

い
い
で
は
な
い
か
」
と

発
言
し
て
大
騒
ぎ
に
な
り
、
辞
任
す
る

羽
目
に
な
っ
た
。
奥
野
誠
亮
、
永
野
茂

門
法
相
も
改
憲
発
言
で
辞
任
し
た
。
栗

栖
弘
臣
統
幕
議
長
も
同
様
の
発
言
で
更

迭
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
四
年
、
岸
先
生
が
会
長
と

な
り
自
主
憲
法
制
定
国
民
会
議
が
設
立

さ
れ
た
。
以
後
、
毎
年
五
月
三
日
の
憲

法
記
念
日
に
は

「憲
法
を
改
め
て
、
時

代
を
刷
新
し
よ
う
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
国
民
大
会
を
開
く
ほ
か
、

毎
月
、
議
員
、
学
者
と
と
も
に
自
主
憲

法
研
究
会
を
開
き
、
改
憲
案
を
作
成
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
論
拠
資
料
を
作

り
、
機
会
あ
る
ご
と
に
国
会
内
に
配
布

し
て
き
た
。
法
相
な
ど
が
辞
任
に
追
い

込
ま
れ
る
と
、
そ
の
つ
ど
反
対
の
論
陣

を
張

っ
た
。
「何
も
今
の
憲
法
を
守
ら

な
い
と
言

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

立
法
論
と
し
て
改
憲
し
た
方
が
よ
い
と

の
発
言
で
問
題
は
な
い
。
言
論
の
自
由

の
下
、
当
然
で
は
な
い
か
」
と
。
し
か
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し
、
政
治
的
圧
力
で
辞
任
せ
ざ
る
を
得

な
い
時
代
が
続
い
た
。

私
は
昭
和
五
十
三
年
に
岸
元
総
理
に

呼
ば
れ
、
ま
ず
財
団
法
人
協
和
協
会
の

業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
か

つ
て
私
は
西
武
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
、

堤
康
次
郎
会
長

(元
衆
院
議
長
)
の
秘

書
室
に
い
た
。
堤
会
長
が
非
常
に
尊
敬

し
て
い
た
の
が
吉
田
元
総
理
と
岸
総
理

(当
時
)
だ

っ
た
。
当
時
、
堤
会
長
が

両
氏
を
招
い
て
清
談
会
を
月

一
度
、
箱

根
の
湯
の
花
ホ
テ
ル
で
開
い
て
お
り
、

私
は
秘
書
と
し
て
接
待
の
段
取
り
を
し

て
い
た
の
で
岸
先
生
と
面
識
が
あ

っ

た
。
そ
の
後
、
私
は
肋
膜
で
西
武
を
辞

め
、
回
復
後
は
哲
学
や
教
育
関
係
の
本

を
書
い
た
り
し
て
い
た
。

岸
先
生
は
、
国
家
的
課
題
は
政
党
、

派
閥
を
超
え
て
や
る
べ
き
だ
と
い
う
考

え
か
ら
、
政
財
官
学
民
の
協
調
和
合
を

目
指
し
、
昭
和
四
十
九
年
に
協
和
協
会

を
作
っ
た
。
そ
の
事
務
方
に
私
が
推
薦

さ
れ
た
。
当
時
、
私
は
四
十
を
超
え
た

ば
か
り
で

「荷
が
重
過
ぎ
る
」
と
辞
退

し
た
が
、
岸
先
生
は
私
を
常
務
理
事
兼

事
務
局
長
に
任
命
し
、
後
ろ
盾
を
す
る

か
ら
や
れ
と
の
御
下
命
。
私
が
仕
事
を

こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
岸
先
生

が
引
き
立
て
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
だ
。

翌
五
十
四
年
に
私
は
自
主
憲
法
制
定

国
民
会
議
の
事
務
方
も
任
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
協
和
協
会
と
国
民
会
議
、
議

員
連
盟
の
三
団
体
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
る
。
五
十
六
年
に
は
、
学
者
や
技
術

者
な
ど
専
門
家
を
中
心
と
す
る
実
践
部

隊

「時
代
を
刷
新
す
る
会
」
が
作
ら
れ
、

四
団
体
を
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
岸

先
生
の
指
示
に
従

っ
て
全
力
を
尽
く
し

た
が
、
保
革
伯
仲
で
憲
法
改
正
運
動
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
時
代
が
続
い
た
。

改
憲
論
者
の
中
曽
根
政
権
が
誕
生
し

た
時
に
は
憲
法
改
正

の
機
運
が
高
ま

り
、
私
も
国
会
を
駆
け
回

っ
た
。
議
員

同
盟
の
会
員
数
は
創
立
時
は
三
百
人
を

超
え
て
い
た
が
、
私
が
引
き
受
け
た
時

は
五
十
人
ほ
ど
に
減

っ
て
い
た
。
そ
れ

が
、
中
曽
根
総
理
へ
の
期
待
か
ら
、
三

百
十
数
人
ほ
ど
に
増
え
た
。
し
か
し
、

中
曽
根
先
生
も
改
憲
の
志
向
が
少
し
ず

つ
弱
ま
っ
て
い
く
。
改
正
が
可
能
な
衆

参
各
議
院
の
総
議
員
の
三
分
の
二
は
確

保
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
も
無
理
は
な

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
議
員
同
盟
の
会

員
は
何
と
か
二
百
人
台
を
維
持
し
た
。

憲
法
改
正
の
機
運
に

1

そ
の
後
、改
室曇
訥
議
が
高
ま
る
。

 平
成
二
年
の
湾
岸
戦
争
か
ら
国
民
の

見
方
が
変
わ

っ
て
き
た
。
今
の
憲
法
で

は
国
際
協
力
が
で
き
な
い
こ
と
が
分
か

り
、
こ
れ
で
独
立
国
と
い
え
る
の
か
と

い
う
疑
問
が
起
こ
っ
て
き
た
。
や
が
て

報
道
機
関
の
世
論
調
査
で
七
割
近
く
が

改
憲
志
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
を
反
映
し
て
立
ち
上
が
っ
た
の

.が
中
山
太
郎
衆
院
議
員
で
、
憲
法
調
査

推
進
議
員
連
盟
を
作

っ
た
。
当
時
、
自

主
憲
法
制
定
国
民
会
議
会
長
は
二
代
目

の
木
村
睦
男
元
参
院
議
長
で
、
七
年
に

木
村
私
案
を
書
き
、
参
院
議
長
を
務
め

た
に
も
か
か
わ
ら
ず

一
院
制
を
唱

え
た
。

そ
の
前
に
、
自
民
党
が
野
党
に
転
落

し
た
時
代
、
当
時
の
森
宣
晶
朋幹
事
長
に

自
民
党
か
ら
国
民
会
議

へ
の
資
金
援
助

を
打
ち
切
ら
れ
た
が
、
木
村
先
生
も
熱

心
で
、
私
も
岸
先
生
か
ら
預
け
ら
れ
た

運
命
的
な
仕
事
だ
と
思
い
や

っ
て
き

た
。
そ
の
後
、
平
成
十
三
年
に
木
村
会

長
が
逝
去
し
、
翌
十
四
年
に
櫻
内
義
雄

元
衆
院
議
長
が
会
長
に
就
任
し
た
。

そ
の
前
の
平
成
十

一
年
に
国
会
に
推

進
議
員
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
困

っ
た

の
は
議
員
同
盟
の
会
員
が
退
会
を
申
し

出
て
き
た
こ
と
だ
。
中
山
先
生
に
呼
び

掛
け
ら
れ
て
憲
法
調
査
推
進
議
員
連
盟

に
入
る
と
、
「憲
法
改
正
を
う
た

っ
て

い
る
自
主
憲
法
の
議
員
同
盟
に
い
る
と

矛
盾
す
る
」
と
言
う
。
会
員
が
急
減
し

た
の
で
、
よ
ほ
ど
抗
議
し
よ
う
か
と
思

っ
た
が
、
木
村
会
長
と
相
談
し
、
中
山

先
生
も
憲
法
改
正
へ
の
前
段
階
と
し
て

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
ら
、
む
し
ろ

支
援
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

中
山
先
生
は
、
推
進
議
連
を
バ
ッ
ク

に
平
成
十
二
年
、
国
会
内
に
憲
法
調
査

会
を
設
置
し
た
。
こ
の
調
査
会
は
共
産

党
、
社
民
党
を
含
む
全
党
相
乗
り
で
、

衆
議
院
だ
け
で
な
く
参
議
院
に
も
で
き

た
。
以
後
、
五
力
年
に
わ
た
り
憲
法
の

調
査
研
究
を
行
い
、
今
年
春
の
通
常
国

会
で
答
申
を
出
し
、

一
旦
、
活
動
を
終

え
た
。
今
年
の
特
別
国
会
で
憲
法
調
査

特
別
委
員
A至

し
て
再
発
足
し
て
い
る
。

平
成
十
三
年
に
小
泉
内
閣
が
誕
生
す

亀
る
と
、
小
泉
純

一
郎
総
理
は

一憲

法
改

正
、
自
主
憲
法
は
立
党
の
精
神
だ
」
と

発
言
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
議
員
同
盟
の
活

動
に
熱
心
で
は
な
か

っ
た
小
泉
総
理
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が
、
総
理
に
な
っ
て
は
っ
き
り
そ
う
言

っ
た
の
は
、
時
代
が
変
わ
っ
た
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
の
歴
代
総
理

は

「私
の
内
閣
で
は
改
憲
し
な
い
」
と

返
答
し
て
い
た
が
、
小
泉
総
理
は
何
度

聞
か
れ
て
も
、
「憲
法
改
正
は
し
て
も

い
い
」
と
答
え
て
い
る
。

今
回
の
総
選
挙
で
与
党
が
衆
議
院
の

三
分
の
二
を
取
り
、
参
議
院
で
も
三
分

の
二
を
取
れ
る
可
能
性
が
出
て
、
憲
法

改
正
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
私
も

二
十
七
年
活
動
し
て
来
て
、
ト
ン
ネ
ル

の
出
ロ
が
見
え
な
い
時
代
が
長
か

っ
た

が
、
や
っ
と
明
る
さ
が
見
え
る
よ
う
に

な

っ
た
。
日
本
国
の
た
め
に
、
岸
、
木

村
、
桜
内
の
各
先
生
は
じ
め
亡
く
な
っ

た
有
志
の
方
々
の
悲
願
に
応
え
た
い
。

21
世
紀
を
見
据
え
た
憲
法

 

1
ー
現
憲
法
の
問
題
白
川は
?

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
憲
法
は
ま
さ
に
植
民

地
憲
法
だ
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
米
陸
軍

大
将
を
務
め
た
後
、

一
旦
退
役
し
、
再

び
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
軍
政
官
に
任
命
さ
れ

統
治
に
当
た
っ
て
い
た
。
大
東
亜
戦
争

が
始
ま
り
、
日
本
軍
が
侵
攻
し
た
の
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
撤
退
し
た
。
当
時
、
フ

イ
リ
ピ
ン
は
米
国
の
植
民
地
だ

っ
た
の

で
、
軍
事
権
と
外
交
権
は
な
か

っ
た
。

植
民
地
憲
法
と
は
そ
う

い
う
も
の
だ
。

戦
後
、
日
本
に
乗
り
込
ん
で
き
た
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
の
頭
に
は
、
当
然
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
憲
法
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
憲
法

第
九
条
は
明
ら
か
に
独
立
国
に
は
な
い

表
現
だ
。
戦
争
放
棄
を
う
た
っ
た

一
項

は
、
要
す
る
に
米
国
の
庇
護
下
で
行
く

と
い
う
こ
と
。
国
際
紛
争
を
解
決
す
る

手
段
と
し
て
武
力
行
使
が
で
き
な
い
の

は
軍
事
権
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
二

項
の
交
戦
権
の
否
認
は
独
立
国
の
基
本

要
件
の
否
定
だ
。
軍
政
で
抑
え
ら
れ
れ

ば
実
質
的
に
外
交
権
は
な
い
に
等
し
い
。

ま
た
、

一
度
も
改
正
し
て
い
な
い
の

で
、
憲
法
は
現
実
と
の
間
に
多
く
の
矛

盾
を
抱
え
て
い
る
。
法
律
用
語
の
誤
り

さ
え
二
十
七
カ
所
あ
る
。
九
条
の
表
題

に

「戦
争
放
棄
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も

間
違
い
だ
。
放
棄
と
い
う
の
は
、
前
提

と
し
て
正
当
な
権
利
が
あ
る
が
要
ら
な

い
と
い
う
こ
と
。
侵
略
戦
争
放
棄
と
い

う
と
、
侵
略
戦
争
が
正
当
な
権
利
と
し

て
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
法
理

論
的
に
は
否
認
と
言
う
べ
き
で
、
韓
国

憲
法
も
戦
争
否
認
と
し
て
い
る
。
否
認

は
良

い
悪
い
で
は
な
く
、
と
に
か
く
認

め
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

天
皇
条
項
の

「象
徴
」
も
法
律
用
語

で
な
い
。
平
和
の
象
徴
を
ハ
ト
と
い
う

よ
う
に
、
抽
象
的
観
念
を
具
体
的
に
表

す
の
に
使
い
、
動
物
や
植
物
が
多

い
。

天
皇
と
い
う
人
格
を
象
徴
と
し
て
具
現

で
き
る
か
ど
う
か
、
法
律
用
語
以
前
の

問
題
と
し
て
も
お
か
し
い
。
議
員
同
盟

で
も
、
天
皇
を
元
首
と
す
る
か
象
徴
と

す
る
か
で
解
釈
が
分
か
れ
た
。
戦
前
の

元
首
は
、
国
政
の
総
撹
、
陸

・
海

・
空

三
軍
の
統
帥
、
対
外
的
な
国
家
の
代
表

と
い
う
三
つ
の
権
限
を
持

っ
て
い
た
。

戦
後
、
君
主
国
が
少
な
く
な
り
、
国
政

総
撹
、
三
軍
統
帥
の
権
限
は
な
く
な
っ

て
き
た
。
今
で
は
国
家
を
代
表
す
る
こ

と
だ
け
で
、
元
首
の
内
包
概
念
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
注
釈
を
つ

け
て
天
皇
元
首
論
を
認
め
れ
ば
い
い
。

当
会
議
の
改
憲
案
は
木
村
先
生
以

来
、
国
会
は

一
院
制
で
あ
る
。
表
現
は
、

「参
議
院
を
廃
止
す
る
」
と

い
う
の
で

は
な
く
、
「衆
参
両
院
を
や
め
て

一
院

制
に
す
る
」
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

保
岡
興
治
衆
院
議
員
が
ま
と
め
た
自
民

党
憲
法
調
査
会
で
は
、
「衆
議
院
を
残

し
て
参
議
院
を
廃
止
す
る
」
よ
う
に
読

め
る
の
で
参
議
院
が
反
対
し
た
。
そ
の

後
、
森
元
総
理
が
委
員
長
の
自
民
党
憲

法
起
草
委
員
会
が
で
き
、
中
曽
根
、
宮

沢
元
総
理
ら
も
参
加
し
て
起
草
し
て
い

る
。
か
つ
て
は
改
憲
に
消
極
的
な
人
た

ち
も
、
今
で
は
改
憲
を
論
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
に
は
隔
世
の
感
が
あ
る
。

当
会
議
で
は
昭
和
五
十
四
年
か
ら
学

者
ら
と
自
主
憲
法
研
究
会
を
開
い
て
い

る
。
憲
法
学
は
極
め
て
政
治
的
な
学
問

だ
と
い
わ
れ
、
憲
法
学
者
で
も
改
憲
を

論
じ
ら
れ
る
人
は
極
め
て
少
な
い
。
世

論
よ
り
も
学
界
が
後
れ
て
い
る
。

私
た
ち
が
重
視
す
る
の
は
法
的
整
合

性
だ
。
憲
法
は
国
家
の
法
の
最
上
位
に

あ
る
も
の
な
の
で
、
条
文
の
間
に
整
合

性
が
な
い
と
い
け
な
い
。
現
在
、
自
民

党
は
じ
め
各
党
や
読
売
新
聞
な
ど
民
間

か
ら
も
改
憲
黍

出
て
い
レ
だ

法
的

整
合
性
や
用
語
の
使
い
方
で
気
に
な
る

箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、
国
民
の
同
意
を

得
や
す
い
か
ら
と
、
現
憲
法
を
土
台
に

し
過
ぎ
て
い
る
面
も
あ
る
。
憲
法
改
正

は
国
の
在
り
方
に
か
か
わ
る
事
柄
な
の

で
、
二
十

一
世
紀
を
見
据
え
国
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
改
正
案
を
作
り
た
い
。
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